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川越ワイズメンズクラブ会報 
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会 長   森下 千恵子   クラブ会長主題   「ワイズメンズクラブを楽しもう！」 

副会長   松川 厚子    国際会長主題   “Yes, we can change”[私たちは変えられる」  

会 計    山崎 純子      アジア太平洋地域会長主題 “Action” 「アクション」 

書 記   吉野 勝三郎   東日本区理事主題 「成せば、成る」No challenge, No fruit. 

   関東東部部長主題 「良いものを見つけ・つなげて、よくなろう」 

 

10 月の聖書 

 

主なる神は人を連れて来て、エデンの園に住まわせ、

人がそこを耕し、守るようにされた。主なる神は人に

対して言われた。 

「園のすべての木から取って食べなさい。ただし、善

悪の知識の木からは、けっして食べてはならない。食

べると必ず死んでしまう。」 

創世記 2 章 15～17 節 

 

The Lord God took the man and put him in the 

Garden of Eden to work it and take care of it. And 

the Lord God commanded the man, “You are free to 

eat from any tree in the garden, but you must not eat 

from the tree of the knowledge of good and evil, for 

when you eat of it you will surely die.” 

 (Genesis 2, 15-17) 

 

２０１８年7月の統計（9月20日） 

 

在籍11名 出席者８名 席率72％ 

 

 

２０１８年 10 月例会プログラム 
日 時：10 月 20 日（土）午後 5:00－9:00 

場 所：埼玉 YMCA 所沢センター 

（最初の一時間が川越クラブの例会です。） 

・所沢ワイズメンズクラブとの合同例会  

・川越クラブの議題 

 －チャリティーランの件 

－紅あか販売について 

 －川越クラブ 20 周年行事について 

・その他 

 

 

９月例会の報告 

2018-2019 年度川越クラブ 会長 森下 千恵子 

 

 川越クラブの９月例会が平成３０年９月２０日

（木）午後７時からウエスタ川越２階の第４会議室で

開催されました。 

 所沢クラブの渋谷会長と奥様の実季さんがお見え

になりました。川越クラブの出席者は私、森下、利根

川恵子さん、利根川太郎さん、吉田公代さん、吉野勝

三郎さん、鎌田政稔さん、山崎純子さんが出席しまし

た。 

 渋谷実季さんからは１０月６日に開催される第２

２回「ワイズメネットのつどい（第３回被災地を訪ね

て）」のご案内がありました。定員まであと２名との

ことでした。私事ですが仕事で参加できないのが残念

です。郡山、会津若松は実はガイドできるほどよく知

っているところなのですが、何回訪れても良いところ

です。また、ご主人の渋谷会長には私の興味あるとこ

ろで１１月２６日開催される毛呂教会のコンサート

についてもお伺いしました。詳細はこれからチラシを

作るとのことですが、１１月２６日（月）、２７日（火）

の夕方からでＮＨＫ交響楽団のコンサートマスター

とご一緒に歓談もできるかもしれないとのことで、い

まからワクワクしています。 

 その後１１月の３クラブ合同例会についても話し

合いました。例年チャリティ・ランの時にランチの持

ち寄り会議が恒例でしたが、実行委員会の役員もいる

ことから今年はチャリティ・ランの終了後に合同例会

を開催することになりました。こちらについては所沢

クラブの渋谷会長と利根川太郎さんを中心に会場を

探している最中で、合同例会の開催は行う方向で調整

中です。 

 利根川恵子さんからインド・ハイデラバード・ワイ

ズメンズクラブの受入れ計画についてお話がありま

した。10 月 14 日から 16 日の川越滞在ですが、イン

ドのハイデラバードのクラブの他にタイのチェンマ
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イクラブの総主事夫妻の 2名が参加することになりま

した。利根川恵子さんもインドを訪問した折に多くの

方から暖かいおもてなしを受けたとのことで、インド

のクラブが来日の時にも同じく暖かくおもてなしを

したいとのことです。ハイデラバードのクラブの方々、

チェンマイクラブの方も川越訪問を楽しんでいただ

けたらと思います。 

 川越クラブ設立２０周年記念行事について９月２

０日現在のところ、日程については 2019 年３月と４

月の土曜日でいくつか候補日をあげ、利根川恵子さん

がいただいてきた会場見積書をもとに会費等につい

て話し合いをしました。開催時間を午後１時３０分に

設定し、基調講演の講師を川越いもの会会長のベリ

ー・ドゥエル氏に依頼するという方向で話が進んでい

ます。来賓のリストアップについては、利根川恵子さ

んと吉田公代さんが担当、講師との連絡調整は山崎純

子さん、アトラクション出演者交渉は鎌田政稔さん、

冊子の編集は吉野勝三郎さんが担当ということにな

りましたが、何分にも小さなクラブですので役割を区

切るということではなく臨機応変みんなでやってい

きましょう。 

 その後の調整で 20 周年記念例会は 2019 年 4 月 27

日（土）、川越東武ホテルで、会費は 8,000 円と決ま

りました。 

 次回の 10 月例会については、10 月 20 日（土）所

沢ＹＭＣＡセンターで午後 5 時からおこないます。出

席よろしくお願いします。 

 

埼玉ＹＭＣＡフェステバルに参加して 

吉田公代 

9 月 17 日良いお天気、暑い日になりました。今年も

山崎さんと埼玉ＹＭＣＡフェステバルに川越のお芋

販売に行きました。前年 20 袋を完売しましたので、

今年は 30 袋用意しました。10 時 45 分オープン。準

備のために先発隊の利根川夫妻がお店を開いていて

くださいました。所沢センターは多種類の活動がある

為、今年も若いファミリーが多く見受けられました。

大勢の人達が集まるとそれだけで活気があってわく

わくします。 

川越ＹＭＣＡの子供たちは、お面作りのパフォーマ

ンスを行い頑張っていました。何かに夢中になって真

剣に行っている姿は、美しいです。 

いろいろな人達が 

ＹＭＣＡの場所に集い、 

地域の絆を作っていく、 

深めていく、大きな 

“みつかる。つながる。 

よくなっていく”となる 

と確信しました。私たち 

のお芋販売を通して、少し 

でも力になればと強く感じ 

今年も完売いたしました。 

 

インド・ハイデラバード ワイズメンズクラブ

代表 及びタイ・チェンマイ YMCA 副総主事チ

ェララさんご夫妻の訪問 

 
太田 聡 埼玉ＹＭＣＡ 

 

 
 

１０月１５日（月）、予定通りインド、タイからの

お客様をお迎えし、様々な情報交換や豊かな交流を持

つことができました。インドでは、サイクロンによる

被災者支援、食糧支援、孤児院への支援の報告があり、

タイではワイズメンズクラブと YMCA の協働、第 19 回

世界 YMCA 大会（2018.7）の受入れにも触れられまし

た。 

改めて、世界中で私たちの同志が、子ども、家族、

地域の為に働いている事を実感しました。 

会議後には短い時間でしたが、児童クラブの子ども

達との交流も持つことができ、非常に喜ばれておりま

した。「インドにきてくださーい」と言われると、子

ども達が「はーい」と笑顔で手を挙げていたのが、微

笑ましかったです。 

受入にご協力してくださった皆さまありがとうご

ざいました。簡単ではございますが、ご報告といたし

ます。  

 



 
 

 インドからの 5 名の方は、新井 壽代家（利根川恵

子メン妹）、今井冷家（元埼玉ＹＭＣＡ会員）、吉野勝

三郎家に分散して、2 泊のホームステイを楽しまれま

した。ホストファミリー、今井家から下記のメールを

もらったとの報告をもらいました。 

「インドの方は、とても立派な人でした。また良い出
会いをさせていただきました。感謝です。今井」 

 

 なお、本件の詳細報告は、次号に掲載します。 

（吉野勝三郎追記） 

 

「紅あか」販売にご協力をお願いします。 
 

 今年は、出足が鈍いです。さまざまな機会を捉えて、

拡販にご協力下さい。収益は、埼玉ＹＭＣＡ川越セン

ターの活動のために献金します。 

 

 
 10 月 14 日の朝日新聞埼玉版に掲載された、 

紅赤の記事をご覧下さい。 

 
 

 今号は、都合で、このようなブリテンになりました。

次号にご期待下さい。 

          


